
四者による学校評価アンケート結果

〉分からないという割合が保護者で16%、 地域の方で
2%、 教職員で6%ある。基礎学習等の指導を計画的

=行
い、仲町タイムの内容を周知してさらに充実させい
ことが必要である。
ζ基礎学習の指導の在り方を工夫し、基礎的・基本的
習内容の確実な定着を図ります。

に育】
では 道徳の時間を含めた全教
動をとおして,命を大切にすること
いやりの心をもつ指導に努めてい

人の気持ちを大切にし

〉保護者で肯定的な評価が昨年より下がり、地域の方
F分からないという割合が25%、 教職員では命を大切
二することや思いやりの心について肯定的な評価の割
卜が高い。よリー層道徳教育の充実を図ることが必要で
る。
教職員は、道徳教育の充実に努めている。実践力を
ていつてはしい。
命尊重の精神と人と人との力勁 わヽり方を身に付けさ
こ、道徳の時間の指導方法の工夫・改善を行

うとともに、授業公開や道徳授業地区公開講座におい
て道徳教育について家庭や地域との連携を深め、実践
るように努めていきます。

動会や展覧会,宿泊を伴う行
どでは,友達と協力したり.―
人一人の個性が発揮されたりする
ような場力`設定されている(保護者
地域.教職員 )

保護者、地域、教職員共に肯定的な割合が高い。今
とも一人一人のよさや個性が発揮できるように取り組
でいく必要がある。
☆学校行事を年間の中にバランスよく配置し、一人一
人のよさや個性を発揮できる内容を工夫します。

。高学年児童、地域、教職員共に肯定的
の割合は高くなっている。今後とも一層主体的 |
事を含めた特別活動の充実を図る必要がある。

☆学校行事及び特別活動に主体的に参加させ、自発
的な活動を促し、個性の伸長を図り、所属感、責任感
び特別活動の内容、方法の充実に努めます。

者、地域の肯定的な評価の割合が高い。今後と
ンやすいようにすることが必要である。

☆6月 から2月 の第二土曜 日の学校公開 日とともに、各
種行事を年間ヤン ラ`ンスよく配置し、保護者や地域の

方が参加しやすいようにします。

保護者、地域、教職員共に肯定的な評価の割合が
くなっている。今後とも適切な行動選択ができる指導
)充実に努める必要がある。
1携帯・スマホは、大人以上に子供の使い方は進んで
る。持たせる前の危機管理が全てである。家庭内
一′しを策定し、管理監督していくべきである。
☆全教職員が共通理解を図り、地震、火災、気象等、
災に関する指導の充実に努め、非常災害時に的確
思考・判断に基づく適切な意思決定や行動選択がで

肯定的な評価の割合が高い。今後とも積極的に関わ
るように努力していきたい。

「仲町の夏祭りJや育成委員会主催の行事、町会の
F事等の参加を通して、学校と地域との連携を深めて
くヽように努めます。

学校と保護者 地域の連携】
)学校は保護者や個人面談 学校便
リ ホームベージなどを通して 学校や
子供たちの様子を分かりやすく伝えてt子供たちの様子を分かりやすく伝えてい

る(保護者・地域 教議員)

、地域の肯定的な評価の割合が高い。引き続
青報発信に努め、学校便りやホームページの内容を
に充実させたい。
移動教室の様子をホームページでリアルタイムに更
したり、掲示物を工夫したりして楽しまさせてもらつて

学校だより、学年だより等の充実に努めるとともに、
―ムページを充実させ、学校の様子については随時

新に努めます。

○学校は,子供の体力向上や健 I
の増進に積極的に取組んでいる(
護者,地域.教職員)
○学校では,たくさん運動したり,健
康に気をつけたりして生活していま
すか (児童 )

低・高学年の肯定的な評価の割合が上がつている。
力づくりでは、ロング昼休み、持久走大会、長縄記録
等で取り組んでいるが今後さらに工夫改善が必要で

・具体的な取り組みを行うとともに、

ている。(保護者,地域,教議員)

小中一貫教育について分からないとする評価の割合が保
1者で36%、 地域で37%である。取組内容を学校だよりや
―ムページで具体的に発信していく必要がある.

小・中学校の連続した指導内容 指導方法の研究に努め、
習を支える基盤となる授業規律や生活指導についての共
を図ります。また、授業部活動体験等、児童・生徒が

交流し、人間関係や経験を広げるとともに、スムーズに中学校
に進学できるように取り組んでいきます。


